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CLIENT Interview

変化する写真館市場における経営課題への提案。
データを忠実にプリントで再現できるDreamLabo  5000だから出来た業態拡大。
お客様からの信頼とDreamLabo 5000を武器にエルムは新たな挑戦を続けていく。

株式会社エルム

　この５年で躍進を遂げた企業が札幌にある。

　株式会社エルム。2008 年創業、今年 15 年

目の企業で、全国写真館のフォトアルバムを

始めとした写真商材を製作している。札幌の

地から、全国の写真館へサービスを展開する

には、納品までの輸送日数、輸送コスト面で

不利に働く。そのハンデを業態拡大すること

で乗り越え、顧客信頼を勝ち取り、会社規模

を大きく成長させてきた。そのきっかけとなっ

たのは、DreamLabo 5000 ( 以下 DL ) 導入で

ある。同社は従来、台紙製作事業で堅実なビ

ジネスを展開してきた。当時プリントと台紙

業は分業スタイルで、写真館が撮影し、ラボ

企業がプリント、台紙企業が台紙製作を行っ

ていた。その為、コスト面、納品日程面でも、

十分な余裕が必要だった。同社はその最終仕

上げである台紙企業に位置していた。

　2015 年、台紙業から、業態拡大し、プリン

トから製本、台紙への貼りこみなどデータ入

稿後のフロー全てを１社で請け負う企業へ変

革すべく 2015 年プリント機能として DL を導

入した。

プリントから製本、台紙への貼りこみなどデー

タ入稿後のフロー全てを１社で請け負う業態

へチェンジ。全ての工程を一社で実施する事

で、分業による各社輸送日数 , そして工程ヤ

レ発生時のプリント工程からのやり直しによ

る予備日程を短縮した。結果、コスト・納期・

品質の担保、全てを両立させ、本州を中心に

取引先を全国写真館に広げている。

　1 社で全行程請負の実現にあたり、課題も

あった。他国と比較し、日本の写真業界で求

められる品質基準は高い。その為、写真プリ

ントから注文を受けるにあたり２つの課題が

あった。１点目は高い品質基準をクリアする

こと、２点目はコストを顧客の要求に抑える

ことだ。そのような環境下で、いかに顧客か

らの信頼を得たのか、そして DL が寄与した

側面について、株式会社エルム・専務・高橋

卓氏にうかがった。　

――― DreamLabo 選択の理由

Q. プリントビジネス参入、そして DreamLabo

導入のきっかけを教えてください。

　高橋卓氏「写真台紙の取引をしていた写真

館様より、写真プリントから外注できないか

相談を受けたことがきっかけでした。お客様

は同業他社との差別化を検討しており、撮影

を充実させるためのスタジオ設備への投資、

撮影後のデータをより良く見せるためのレ

タッチ作業へ経営資源を集中させたいと考え

ていました。

　また、写真館はシーズナリティがあり繁忙

期にはプリント、製本のために人手を増やさ

ねばいけないという課題も抱えていました。

そのような課題を解決するためお客様と協議

し、エルムが DreamLabo を導入し外注を受

けるという決断をしました。当時お客様は銀

塩機を使用していましたが、銀塩機より色域

が広く色が安定している DreamLabo の選択

に迷いはありませんでした。」

Ｑ．DreamLabo 導入後の感想を教えてくださ

い。

高橋卓氏「お客様からの反応から一番メリッ

トを感じることは、DreamLabo は色ブレがな

くデータに忠実な色を再現しプリントするこ

とです。黒やえんじ色、紫、エメラルドグリー

ン、イエローなど着物で使われる色の再現性

は特に高いと思います。その為、色味のクレー

ムがなく助かっています。

　導入後は、色域が広く、レタッチしたデー

タの色がそのまま出力されることをお客様へ

説明することから始めました。銀塩機でプリ

ントしたときをイメージしたレタッチ方法か

ら、画面の色を基準にしたレタッチへ変えて

いただきました。今まで納品したなかで色が

違うなどのトラブルは一切ありません。

　また、DreamLabo のすごいところは、専門

的な色調整の必要がなく、いつも同じ色でプ

リントしてくれることです。私がいなくとも

安心してプリント作業を任せられます。

　また、導入当初困惑したことがあります。

弊社はトナー式のオンデマンドプリンタを所

有していたのですが、DreamLabo はオンデマ

ンドプリンタにあるプリンタドライバが無い

ことです。

指定されたフォルダにデータを投入するとプ

リントされるホットフォルダ方式の利点を理

解し、ワークフローを日々改善していきまし

た。今となっては、大きく増えた受注量を効

率よくプリントするためにはホットフォルダ

方式が最適だと思います。」

生かした OEM フォトブックビジネスや、写真

プリントのノウハウを強みとした自社運営の

写真館などです。

　この次世代への構想の一つとして実現した

のが、次に紹介する、自社で運営する写真館

スタジオ photo studio umu. です。」

―――新たな挑戦 photo studio umu.

エルムの今後の事業多角化を見据えた取り組

みの一つとして、2021 年より写真館を札幌に

オープンした。運営は次男の高橋一希氏。

コンセプトは幅広い表現をできる場。特定の

表現に限定せず、最も「その人らしさ」を残

せる事に重点を置いた。広い撮影空間を贅沢

に確保しつつも、内装は極力シンプルにして

いる。メニューには、エルムらしくフォトア

ルバムが必ず撮影セットに含まれており、一

希氏の写真館に対する考え方にもフィットし

ている。

髙橋一希氏「アルバムとは会話です。撮影時

の最高の写真がアルバムに残る。時が経ち、

そのアルバムが見た人との会話を再び生む。

時にそれは世代を超えて生まれる会話かもし

れない。」

　photo studio umu. の目指す、次世代に繋

がる写真館を形作るピースの一つでるアルバ

ムについては、卓氏の希望を主軸に、次世代

に引き継げるため経年に耐えられるよう製造

側の品質面でのアドバイスも多く盛り込まれ

ている。

　また、photo studio umu. はエルムとして

の新たな事業でもあるが、既存事業への後押

しにもなる。写真館に訪れる顧客の生の声を

聞く事で、既存事業の写真館運営企業にもよ

り良い商品を還元するという相乗効果を目指

している。

　ビジネスフローの変革の潮流変化を見逃さ

ず、製本会社に変革を起こした株式会社エル

ム。今後も新規事業を構想しており、次なる

変革が楽しみな企業である。

プリントオペレーション風景

DreamLabo を 2 台体制で稼働

―――今後のエルムの方向性について

順調な生産量増加に伴い、2021年にはDream

Labo を増設し、現在 2 台目体制で稼働。従来

の写真館のみならず、写真館以外からの外注

案件も受注し、ますます業態拡大に磨きがか

かっている。

　好調なエルムだが、今後の会社としてどの

ような方向を目指しているのか。

高橋卓氏「仕事のありかたが、時代と共に変

わってきていると感じます。会社としても、

将来に向け、変化に対応していく必要性を感

じています。写真館ビジネスは季節変動の激

しい業界なので、人手がその影響を受けない

よう、今後は極力生産を自動化すべく既に動

き始めています。特に、ブックものは既に動

き始めています。残る手作業の部分は外部委

託も構想にあり、従業員のワークライフバラ

ンスの観点からも、自動化への舵切は必要な

手段と捉えています。

　そしてより安定した企業経営の為に、写真

館との取引以外にも、事業の柱を複数持つこ

とを目指しています。例えば、製本の強みをエルム社屋（札幌市） エルムのメイン商材　台紙貼りアルバム
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